
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
民
ら
の
イ
ン
ド
文
化
、
回
教

１
　
　
灘
ａ
。
琴
　
”
　
　
Ｅ
’
　
　
嶼
　
　
出
　
　
　
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
共
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
。
三
つ
の
文
化
に
触
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
入
本
部
・
岡
山
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
判
断
を
肌
で

4月餅拠点ﾏ…………ﾚ

..･.･÷シアに

鏃
襲
ツ
勁
。
ド

４
年
８
月
に

勧
ｈ

と
「
相
互
扶
助
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
設
立
さ
れ
た
。
災
害
や
紛
争

市
北
区
伊
福
町
）
が
今
年
８
月
、
設
立
3
0
周
年
を
迎
え
る
。
４
月
に
は
新
拠
言
言
岫
万
言
。
に
大
蒜
に
が
詰
賠

点
と
な
る
地
域
統
合
事
務
所
を
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
　
経
験
は
海
外
で
活
動
す
る
際
　
行
う
。
こ
れ
ま
で
に
6
5
力
国
・
地

質
七
言
示
茶
寵
。
息
大
高
箆
グ
キ
プ
盾
琴
∴
針
斜
且
牡
釘
訴
訟
Ｅ
肘

苛
波
茂
代
表
（
6
7
）
に
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。
　
（
伊
丹
友
香
）
’
　
　
　
　
　
則
右
手
ぺ
⑤
判
詰
甘
戸
帽
評

１
‐
昨
年
Ｈ
月
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
い
、
私
自
身
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
　
　
　
　
　
　
ジ
ア
の
国
際
ハ
ブ
（
拠
点
）
空
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ほ
か
、
Ａ
Ｍ

法
人
の
理
事
良
識
を
退
い
た
。

　
４
月
以
降
、
岡
山
と
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
明
徳
な
役
割
分

担
を
す
る
。
岡
山
で
は
緊
急
医

療
支
援
の
調
整
機
能
な
ど
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
の
活
動
や
国
連

へ
の
政
策
提
言
な
ど
に
主
軸
を

置
き
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で

は
海
外
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
や
次
世
代
の
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ

る
。
　
岡
山
の
活
動
は
後
任
の
成
沢

貴
子
理
事
長
に
支
え
て
も
ら

Ｉ
ル
を
拠
点
に
各
国
を
飛
び
回

り
、
現
場
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
る
。

　
―
―
地
域
統
合
事
務
所
を
マ
レ

ー
シ
ア
に
開
設
す
る
意
図
は
。

　
世
界
経
済
の
中
心
が
欧
米
か

ら
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

る
中
、
ア
ジ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
圈

と
の
関
わ
り
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
″
本
丸
″
が

岡
山
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
岡
山
だ
け
で
は
地
理

的
に
限
界
か
お
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
華
僑
を
中
心

ﾑ海ﾉ外jN……J=(1

剽詐邸扁･人材育成に万一力
港
が
あ
る
と
い
う
利
便
性
も
決

め
手
の
Ｉ
つ
と
な
っ
た
。

　
こ
の
事
務
所
は
、
学
生
ら
を

対
象
に
し
た
新
し
い
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
入

射
育
成
」
の
拠
点
と
な
る
。
国

内
で
の
事
前
研
修
を
経
て
、
東

南
ア
ジ
ア
や
南
西
ア
ジ
ア
の
国

々
で
約
１
週
間
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
多
く
の
人
々
の

善
意
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
感

謝
を
形
に
表
し
た
い
と
考
え
九

時
、
意
欲
あ
る
若
者
に
知
識
と

経
験
を
積
む
機
会
を
与
え
る
べ

き
だ
と
思
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
れ
ま
で
土
人
の
死
傷
者
も
出

し
て
い
な
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
蓄

積
し
た
経
験
と
歴
史
を
将
来
を

担
う
若
者
た
ち
に
還
元
し
た

い
。

　
－
3
0
周
年
を
迎
え
⊇
「
後
の

≒
　
展
望
は
。

　
　
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同

Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
士
シ
ョ
ナ
ル
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機

構
（
岡
山
市
）
、
同
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｎ

際
医
療
情
報
セ
ン
タ
土
東
京
都
、

大
阪
市
）
、
国
際
貢
献
大
学
校
（
新

見
市
ブ
ー
心
ど
を
運
営
す
る
ア
ム
ダ

回
診
福
祉
事
業
団
か
お
る
。

時
進
行
で
き
る
の
が
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
強
み
。
現
在
も
昨
年

発
生
し
た
台
風
で
甚
大
な
彼

等
を
受
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

の
記
念
救
援
活
動
を
は
じ

め
、
ハ
イ
チ
大
地
震
の
復
興

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

国
内
で
は
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
・
岩
手
県
大
槌
町
で

の
取
り
組
み
な
ど
が
進
行
中

だ
。
　
今
後
も
世
界
の
3
0
支
部
と

連
携
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
築
い

て
き
た
ｍ
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
深
化
さ
せ
て
い
く
。
そ

し
て
相
互
扶
助
の
理
念
を
広

め
て
い
き
た
い
。
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